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こ
と
か
ら
、
16
年
度
に
国
土
交
通
省
と

協
議
を
進
め
、
共
同
工
事
に
よ
り
19
年

末
に
応
急
対
策
と
し
て
排
水
施
設
を
設

置
。
水
路
の
水
位
が
上
昇
し
た
と
き
に

六
丁
四
反
水
路
の
上
流
部
分
の
雨
水
を

排
水
ポ
ン
プ
に
よ
り
東
宝
珠
花
地
先
の

江
戸
川
へ
排
出
す
る
も
の
で
、
毎
秒
１

ト
ン
の
排
水
が
可
能
な
ポ
ン
プ
を
２
台

設
置
し
、
そ
の
能
力
は
16
年
の
台
風
22

号
規
模
の
雨
量
に
、
対
応
で
き
る
設
計

で
す
。

　

さ
ら
に
20
年
度
か
ら
下
流
の
関
宿
高

校
前
の
水
路
改
修
工
事
を
進
め
、
順
次

水
路
全
体
を
拡
幅
す
る
こ
と
で
、
浸
水

被
害
を
防
ぐ
も
の
で
す
。

  

関
宿
地
域
と
川
間
駅
方
面
を

  

結
ぶ
江
戸
川
左
岸
連
絡
道
路

　

江
戸
川
左
岸
連
絡
道
路
は
、
昭
和
62

年
に
東
宝
珠
花
か
ら
尾
崎
地
区
ま
で
江

戸
川
沿
い
を
南
北
に
整
備
し
、
関
宿
地

域
か
ら
川
間
駅
方
面
へ
ア
ク
セ
ス
す
る

重
要
な
道
路
で
す
。

　

し
か
し
、
東
宝
珠
花
か
ら
岡
田
地

区
ま
で
は
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
な
い

４
・
５
メ
ー
ト
ル
幅
で
、
尾
崎
地
区
か

ら
東
金
野
井
地
先
ま
で
は
６
メ
ー

ト
ル
の
二
車
線
道
路
の
た
め
、
交

通
の
流
れ
の
妨
げ
に
な
る
こ
と

や
、
対
向
車
同
士
の
接
触
事
故
、

朝
夕
の
通
勤
通
学
時
の
混
雑
な
ど

地
元
住
民
か
ら
道
幅
拡
幅
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
多
く
の
要
望
を
受
け
、

新
市
建
設
計
画
の
ひ
と
つ
と
し
て

江
戸
川
左
岸
連
絡
道
路
整
備
を
平

成
16
年
度
か
ら
着
工
し
、
岡
田
地

区
か
ら
北
約
３
千
400
メ
ー
ト
ル
の

道
路
幅
を
、
７
メ
ー
ト
ル
に
拡
幅
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
21
年
４
月
に
は
日
枝
神
社
付

近
ま
で
、
さ
ら
に
21
年
度
は
東
宝
珠
花

の
排
水
ポ
ン
プ
場
付
近
ま
で
工
事
が
進

み
、
全
体
の
約
87
パ
ー
セ
ン
ト
が
完
了

し
ま
す
。 　江戸川左岸道路が拡幅整備されてきたことによ

り、県道結城野田線を利用して、川間駅に行く車が
減り、渋滞が緩和されました。また、通勤・通学時
間が短縮され、便利になったという声も耳にします。
従来の関宿地域の江戸川左岸道路は道幅が狭く、車
のすれ違いには気を使いましたが、拡幅工事が進ん
できて、渋滞が解消され、事故の危険が少なくなっ
ていると思います。

県道の渋滞も解消されました

東宝珠花上自治会長
野村一義さん

恒久的な浸水対策として下流部から
六丁四反水路を改修

排水ポンプ設置で東宝珠花を中心とした
浸水の被害を大きく改善


